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ヘ
ン
の
黒
田
直
次
郎

本

一

久

宣

一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
か
ら
一
八
八
六
年
（
明
治
一

2）
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

に
留
学
し
絵
画
を
学
ん
だ
。
そ
の
留
学
中
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
親
友
森
鴎
外
（
以
下
、
鴎
外
と

略
す
）
の
『
独
逸
日
記
」
や
没
後
一

O
年
に
鴎
外
が
編
集
、
刊
行
さ
れ
た
『
原
田
先
生
記
念
監
中
の
回
想

τど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
以
外
に
新
た
な
資
料
と
し
て
、
近
衛
篤
麿
が
記
し
た
『
蛍
雪
余
聞
』
を
提
示
、
紹
介
土
る
。

近

衛

篤

酌

）

（

以

下

、

一

仁

あ

る

。

近

衛

家

と

い

え

ば

五

摂

家

の

筆

頭

で

あ

都

足

か

ら

数

え

る

と

第

四

五
代
目
の
当
主
と
な
っ

c
れ
て
い
た
が
、
一
九
O

四

年

（

明

治

三

七

年

）

、

る

『

蛍

雪

余

聞

』

は

、

十

六

分

冊

の

形

で

ま

と

近
衛
篤
麿
の

『
蛍
雪
余
聞
』

に
み
る
ミ
ユ
ン宮

は
じ
め
に

原
田
直
次
郎
（
以
下
、
原
田
と
略
す
）
は
、



30 

め
ら
れ
て
い
た
。
本
人
の
死
後

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
に
、
失
わ
れ
て
い
た
部
分
を
除
き
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫
か
ら
三
冊

（

3
）
 

組
、
限
定
三
百
部
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
記
に
は
、
四
男
で
水
谷
川
家
を
継
い
だ
忠
麿
が
、
「
蛍
雪
余
聞
は
先
考
近
衛
霞
山
公
の

（

4
）
 

手
録
、
周
治
十
一
年
よ
り
二
十
一
年
ま
で
、
即
十
六
歳
よ
り
二
十
六
歳
に
至
る
聞
の
見
問
、
旅
行
記
等
を
録
載
す
」
と
記
し
て
い
る
。

一
近
衛
篤
麿
の
見
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
四
月
、
近
衛
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
と
し
て
赴
任
す
る
西
国
寺
公
望
に
匝
伴
し
、

へ
旅
立
っ
た
。
六
月
に
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
し
た
の
ち
、
す
ぐ
に
勉
学
の
拠
点
と
し
た
ド
イ
ツ
へ
移
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

一
八
九

O
年
（
明
治
二
三
年
）

九
月
の
帰
国
ま
で

お
よ
そ
五
年
間
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
て
い
る
。

こ
の
留
学
中
、

一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
七
月
二
五
日
か
ら
八
月
九
日
に
か
け
て
、
近
衛
は
思
い
が
け
ず
ド
イ
ツ
南
部
を
巡
る

旅
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
衛
は
七
月
一
一
一
二
日
に
、
当
時
滞
在
し
て
い
た
ボ
ン
で
視
察
に
訪
れ
た
ド
イ
ツ
一
公
使
品
川
弥
二
郎
を
出
迎

え
た
が
、
二
日
後
の
出
発
直
前
に
な
っ
て
補
佐
官
で
あ
る
姉
小
路
公
義
に
同
行
す
る
よ
う
誘
わ
れ
た
。
近
衛
は
す
ぐ
に
ボ
ン
へ
戻
る
つ

も
り
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
ま
で
随
行
し
た
が
、
さ
ら
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
同
行
を
誘
わ
れ
、
結
局
七
月
二
七
百
に
一
行
と
同
地
へ
と
や

こ
の
偶
然
の
旅
に
よ
り
近
衛
は
当
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
い
た
原
田
や
鴎
外
ら
と
交
流
を
持
つ
こ
と

っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（

5）
 

「
蛍
雪
余
聞
』
に
は
留
学
中
に
記
さ
れ
た
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旅
行
の
手
記
は
、
特
に
「
南
独
漫
遊
草
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
付
を
追
っ
た
日
記
体
で
書
か
れ
て
お
り
、

日
々
の
出
来
事
と
と
も
に
訪
れ
た
町
の
様
子
な

一

・

（

6）

ど
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
近
衛
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
到
着
時
の
様
子
と
町
の
特
徴
を
次
の
よ
う
一
に
記
し
て
い
る
。



廿
七
日

（
中
略
）
列
車
は
ウ
ル
ム
、

此
地
留
学
の
日
本
人
加

近衛篤麿の『蛍雪余聞jにみるミュンへンの原田直次郎

ア
ウ
グ
ス
ペ
ル
ヒ
の
諸
市
を
過
き
七
時
舟
分
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
着
土

藤
照
麿
（
弘
之
氏
の
息
）
岩
佐
新
（
純
氏
の
息
）
天
形
通
義
等
出
迎
ふ
直
に
馬
車
を
以
て
「
パ
エ
旦
シ
ェ
、
ホ
テ
ル
」
に
着
し

晩
餐
を
喫
す
之
を
終
て
加
藤
等
の
誘
導
に
由
り
姉
小
路
弥
一
の
両
氏
と
「
マ
キ
シ
ミ
リ
ヤ
ン
、
ヵ
一
ッ
プ
ェ

l
」
に
登
り
酌
む

夜
半
寓
に
帰
る

斗
ヨ
ペ
刈
は
聯
邦
中
司
川
刈
王
国
の
都
府
に
し
て
彼
獅
子
王
の
名
を
博
せ
し
ベ
引
川
副
王
の
土
二
世
紀
に
聞
き
主
管

し
て
其
後
歴
代
の
諸
王
美
術
に
心
を
傾
け
去
月
崩
せ
し
什
叫
す
叶
王
二
世
の
代
に
巨
万
の
負
債
土
生
せ
し
も
皆
美
術
に
之
を

費
せ
し
に
よ
る
此
の
如
く
な
れ
は
建
築
と
し
て
美
な
ら
さ
る
な
く
広
大
な
ら
さ
る
な
く
実
に
独
乙
全
一
州
美
術
の
淵
源
と
云
へ
く

又
麦
酒
製
造
に
名
あ
り
て
世
界
中
斗
斗
叶
ぺ
叶
麦
酒
の
到
ら
さ
る
処
な
し
我
国
近
来
独
乙
ビ

i
ル
主
称
し
て
翫
味
す
る
も
の
即

ち
之
な
り
故
に
唯
に
独
乙
全
州
の
み
な
ら
す
之
を
全
世
界
中
麦
酒
の
淵
源
と
云
て
可
な
り
停
車
昼
数
千
の
白
色
列
車
を
見
る

是
皆
此
地
よ
り
麦
酒
輸
出
に
用
ふ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
盛
な
り
と
云
へ
し
人
口
は
廿
三
万
に
し
ヱ
其
地
位
は
イ
サ
ル
河
の
辺

に
あ
り
其
地
又
内
川
オ
刈
山
に
連
な
れ
は
其
高
山
激
流
の
為
に
気
候
の
変
遷
頗
る
甚
し

当
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
人
口
二
三
万
人
程
度
。
ド
イ
ツ
全
土
に
お
け
る
美
術
の
中
心
地
と
し
て
認
識
さ
主
て
い
た
よ
う
だ
。
同
時
に

ピ
l
ル
の
生
産
地
と
し
て
も
世
界
的
に
有
名
で
、
駅
に
は
各
地
に
送
ら
れ
る
ビ

l
ル
を
載
せ
る
た
め
の
白
並
列
車
が
数
多
く
停
ま
っ
て

A
7｝
 

い
た
と
い
う
。
当
日
、
そ
の
駅
に
近
衛
ら
公
使
一
行
を
出
迎
え
た
の
は
、
加
藤
照
麿
、
岩
佐
新
な
ど
、
原
且
あ
る
い
は
鴎
外
が
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
親
し
く
交
流
を
持
っ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
（
図
1
）
。
彼
ら
の
名
前
は
、
『
独
逸
日
記
』
に
も
散
見
立
れ
る
。
原
田
の
名
前
は
な

く
、
出
迎
え
の
時
に
は
い
な
か
っ
た
よ
、
？
だ
。

ふ
た
り
が
出
会
う
の
は
こ
の
翌
日
の
こ
と
に
な
る
。

31 
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『
蛍
雪
余
聞
』
に
み
る
原
因
直
次
郎
、

そ
し
て
森
鴎
外

近
衛
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
、
到
着
し
た
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）

七
月
二
七
日
か
一
ら
向
コ
二
日
ま
で
の
五
日

間
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
原
田
の
名
前
は
先
に
紹
介
し
た
二
七
日
を
の
ぞ
く
残
り
四
日
間
に
登
場
す
る
。
興
味
深
い
の
は
こ
の
時
、
鴎

外
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
い
て
原
田
と
と
も
に
一
行
を
迎
え
て
お
り
、
『
独
逸
日
記
』
の
中
に
も
同
日
の
記
述
が
み
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、

日
付
を
追
っ
て
『
蛍
雪
余
聞
」
の
中
か
ら
主
に
原
田
と
関
連
す
る
部
分
を
抜
き
出
し
紹
介
し
て
い
く
が
、
こ
一
こ
で
は
同
じ
時
間
を
過
ご

（

8
）

（

9）
 

し
た
上
で
書
か
れ
た
『
独
逸
日
記
』
の
文
章
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。
文
学
的
な
比
較
、
検
討
は
本
稿
の
目
的
で
は
な

い
が
、
彼
ら
が
過
ご
し
た
時
間
を
よ
り
豊
か
に
回
顧
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
現
地
の
写
真
も
い
く
つ
か
紹
介
す
る
が
、

い
ず
れ
も
二

O
O三
年
（
平
成
一
五
年
）

廿
八
日

加
藤
岩
佐
天
形
三
氏
原
田
直
一
一
郎
（
陸
軍
少
将
の
息
画
学
生
）
森
肱
太
郎
（
医
学
士
）
来
訪

0 
月

筆

者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る

と
を
附
記
し
て
お
く

芙

新
絵
画
館

至

之

「
七
月
二
八
日
」

【
蛍
雪
余
聞
】

を
見
る

無
慮
数
万
の
絵
画
上
は
羅
馬
時
代
よ
り
下
て
近
世
に
至
る
迄
大
家
名
流
の
画
を
集
め
し
も
の
な
れ
は
一
と
し
て
非
凡
な

ら
さ
る
な
く
実
に
一
朝
一
夕
に
之
を
能
く
看
尽
す
所
に
非
さ
る
な
り

之
を
出
て
て
マ
キ
シ
ミ
リ
ヤ
ン
、
プ
ラ
ッ
ツ
な
る
旗
亭
「
シ

ラ
イ
ヒ
」
に
上
り
午
食
す

の
絵
画
館
を
見
る

是
に
於
て
加
藤
等
の
諸
氏
と
弥
一
氏
は
他
に
赴
き
公
使
姉
小
路
余
の
三
名
は
猶
ほ
シ
ャ
ツ
ク
伯
所
有

之
を
前
の
絵
画
館
に
比
す
れ
は
九
牛
の
一
毛
に
も
足
ら
さ
れ
と
も
一
箇
人
の
私
有
苫
し
て
見
れ
は
能
く
蒐
集



近衛篤麿の『蛍雪余聞Jにみるミュンへンの原田直次郎

一
杯
を
傾
け
て
直
に
出
て
行
く
こ
と
数
歩
音
楽
を
聞
く

カ
ッ
フ
ェ

l
」
と
云
ふ
此
家
の
干
牌
皆
肩
に
一
の
服
紗
様

蓋
し
当
地
近
傍
某
村
の
風
俗
に
摸
せ
し
な
十
と
夜
半
寓
に
帰
る

二
十
八
日
。
公
使
品
川
弥
二
郎
其
子
弥
一
近
衛
公
姉
小
路
拍
と
伯
林
よ
り
至
る
。
拝
罵
客
館
回
し
江

5
0
8
E投
ず
。

一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
七
月
二
八
日
、
原
因
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
や
っ
て
き
た
公
使
品
川
を
訪
ね
、
そ
こ
で
近
衛
と
も
出
会
う

（叩）

こ
と
に
な
っ
た
。
「
来
訪
」
と
あ
る
の
で
、
原
田
は
一
行
が
滞
在
し
て
い
た
ホ
テ
ル
「
パ
イ
エ
リ
ッ
シ
ャ

l
・
ホ
フ
」
へ
尋
ね
て
行
っ
た

の
だ
ろ
う
。
『
独
逸
日
記
』
に
は
、
公
使
一
行
が
来
た
こ
と
だ
け
が
短
く
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
「
蛍
雪
余
聞
」
に
よ
る
と
、

一

（

日

）

こ
の
時
は
鴎
外
も
一
緒
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
鴎
外
は
の
ち
に
「
わ
れ
は
原
田
直
次
郎
に
よ
り
て
品
川
子
を
知
り
た
り
き
。
」
と
も
記
し

て
い
る
が
、
こ
の
時
の
面
会
が
ま
さ
に
こ
の
記
述
に
対
応
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
帰
国
後
に
原
田
と
品
川
が
親
し
く
交
流

（

ロ

）

一

を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
一

そ
の
後
、
一
同
は
「
新
絵
画
館
」
、
つ
ま
り
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
l
ク
に
出
か
け
作
品
を
鑑
賞
し
、
昼
食
を
士
も
に
し
て
い
る
。
非
常

に
単
純
な
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
近
衛
の
記
述
に
よ
っ
て
原
田
が
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
l
ク
に
行
っ
た
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き
た
。
美

術
学
生
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
留
学
し
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
行
か
な
い
訳
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
丹
資
料
で
は
確
認
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
他
に
シ
ャ
ツ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
前
も
出
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
ち
ら
に
は
こ
の
目
標
田
は
行
か
な
か
っ
た
た

せ
し
者
と
云
へ
し

（
中
略
）
帰
路
一
酒
楼
に
登
る

汚
穣
に
堪
へ
す

是
又
一
酒
楼
な
り

乃
ち
之
に
入
り
飲
む

之
を
「
イ
ン
グ
リ
シ
、

の
布
を
纏
ふ

頗
る
異
様
な
り

皆
白
地
に
草
花
を
画
く

【
独
逸
日
記
】

33 

め
、
同
様
の
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
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「
七
月
二
九
日
」

【
蛍
雪
余
聞
｝

廿
九
日

加
藤
氏
来
訪
す

姉
小
路
停
車
場
に
赴
く

故
に
長

す

蓋
し
明
旦
公
使
と
之
を
発
し
て
サ
ル
ツ
ブ
ル
ヒ
記
向
は
ん
と
す

旅
の
切
符
を
購
は
ん
か
為
な
り
（
中
略
）
是
よ
り
「
シ
ラ
イ
ヒ
」
楼
に
午
食
す
蓋
し
姉
小
路
氏
と
此
に
相
会
せ
ん
と
の
約
な
れ

は
な
り
姉
小
路
氏
来
る
即
ち
午
食
を
終
り
原
田
氏
を
訪
ひ
同
氏
の
画
を
見
ん
と
す
氏
在
ら
す
脊
つ
こ
と
時
余
終
に
帰
ら

同
氏
の
家
を
出
れ
は
左
に
凱
旋
門
あ
り
其
内
に
美
術
校
大
学
校
あ
り
皆
偉
大
の
建
築
な
り
公
使
等
馬
車
を
駆
て
市
街
を

余
独
り
之
を
欲
せ
す
直
に
寓
に
帰
る
（
中
略
）
尋
て
加
藤
森
原
田
岩
佐
天
形
の
諸
氏
来
る

一
周
せ
ん
と
す

を
携
へ
て
「
ホ
フ

ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
」
を
見
る

公
使
等
一
行
諸
氏

此
酒
店
一
の
椅
子
な
く
士
官
学
生
よ
り
馬
夫
職
人
に
至
る
迄
貴
賎
を
論
せ
す
来

り
飲
む
に
皆
樽
に
先
り
て
飲
む

給
仕
の
者
な
く
各
自
ら
酒
樽
よ
り
盃
に
漉
て
飲
む

此
家
之
を
以
て
名
あ
り

皆
「
イ
ン
グ
リ

二
十
九
日
。
朝
往
い
て
公
使
を
訪
ひ
、
倶
に
朝
餐
す
。
公
使
容
貌
慌
惇
す
。
然
れ
ど
も
躯
幹
偉
大
な
り
』
一
言
辞
は
甚
謙
に
し
て
、

一
滴
咽
を
下
す
こ
と
能
は
ず
。
因
り
て
常
に
「
シ
ョ
コ
ラ
ア
デ
」

n
y
c
g
E母
を

シ
、
カ
ッ
フ
ェ

i
」
に
登
て
離
杯
を
傾
く

夜
半
寓
に
帰
る

（
後
略
）

｛
独
逸
臼
記
】

絶
て
苓
大
の
気
象
な
し
。
日
く
性
酒
を
嫌
ふ
。

喫
す
。
近
衛
公
身
体
豊
実
、
語
気
活
滋
、
華
族
中
の
人
と
は
思
は
れ
ぬ
程
な
り
。
（
中
略
）
夜
公
使
の
一
行
と
英
吉
利
骨
喜
店

開
口

m
－un
y
g
n止
の
に
至
り
て
楽
を
聴
く
。
公
使
余
に
問
ふ
に
麦
飯
の
利
害
を
以
て
し
て
日
く
。
参
議
な
ど
の
賞
官
は
今
皆
麦
飯
を

喫
す
と
。
余
大
津
の
論
を
是
と
し
、
高
木
の
説
を
非
と
し
、
宜
宅
も
翼
蔽
す
る
所
な
し
。
公
使
又
日
く
。
諸
君
善
く
酒
を
飲
む
。
ハ
甘
日



て

聞

く

。

拝

罵

の

民

飲

む

に

「

マ

ア

ス

ク

一

い

る

こ

と

無

き

か

と

。

余

近

衛

公

、

加

藤

照

麿

と

一

「

ク

ル

ウ

グ

一

リ

イ

テ

ル

」

の

麦

酒

を

容
る
、
陶
器
な
り
。

独

逸

日

記

』

に

よ

る

と

七

月

二

九

日

の

朝

一

品

後

か

、

「

蛍

雪

余

聞

』

に

は

近

衡

が

同

じ

朝

、

加

藤

の

訪

問

を

受

け

、

一

市

内

を

観

光

し

た

こ

と

が

記
さ
れ
て
い
る
。

一
行
は
昼
食
後
、
合
流
し
た
姉
小
路
と
と
も
に
、
原
田
の
絵
を
見
る
た
め
そ
の
下
宿
を
訪
ね
た
。
今
は
も
す
な
い
が
、
か
つ
て
美
術

学
校
（
図
2
）
の
平
間
に
あ
っ
た
「
カ
フ
ェ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
」
（

n
t
o
z
m
g
g
z
g
E
富山

5
2
m）
の
二
階
で
あ
る
（
図
3
）
。
あ
い
に
く
原

田
は
不
在
で
、
こ
の
時
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
恐
ら
く
夕
方
頃
、
原
田
は
鴎
外
や
加
藤
ら
一
と
と
も
に
公
使
一
行
を
訪

ね
、
有
名
な
ビ
ア
ホ
ー
ル
「
ホ
l
フ
ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
」
を
案
内
し
た
あ
と
、
前
日
、
近
衛
と
姉
小
路
が
行
つ
一
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

カ

フ

ェ

」

で

大

い

に

酒

杯

を

傾

け

た

。

今

「
蛍
雪
余
聞
』
中
、
こ
の
日
の
記
述
の
中
で
注
目
し
た
い
の
が
、
「
同
氏
の
家
を
出
れ
は
左
に
凱
旋
門
あ
l
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

こ
の
凱
旋
門
は
、
一
八
五
O
年
（
嘉
永
三
年
）
頃
に
国
王
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
が
建
て
さ
せ
た
も
の
で
、
吐
の
上
に
は
パ
ヴ
ア
リ
ア
王

国
の
象
徴
で
も
あ
る
女
神
パ
ヴ
ア
リ
ア
の
像
が
吃
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
、
鴎
外
の
「
う
た
か
た
一
の
記
」
の
冒
頭
に
も
出
て

く
る
。

J

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
L
I－
－

 

幾
頭
の
獅
子
の
挽
け
る
車
の
上
に
、
勢
よ
く
突
立
ち
た
る
、
女
神
パ
ワ
リ
ア
の
像
は
、
先
王
ル
ウ
ド
生
ヒ
第
一
世
が
此
凱
旋
門
に
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据
え
さ
せ
し
な
り
と
い
ふ
。
そ
の
下
よ
り
ル
ウ
ド
ヰ
ヒ
町
を
左
に
折
れ
た
る
処
に
、
ト
リ
エ
ン
ト
産
の
大
理
石
に
て
築
き
お
こ
し

（日）

た
る
お
ほ
い
へ
あ
り
。
こ
れ
ベ
引
川
判
の
首
府
に
名
高
き
見
も
の
な
る
美
術
学
校
な
り
。

こ
の
門
は
戦
争
に
よ
り
一
部
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
車
に
乗
っ
た
女
神
パ
ヴ
ア
リ
ア
の
像
も
含
め
、
修
復
、
再
建
さ
れ
て
お

り
、
ほ
ぽ
往
時
の
ま
ま
の
姿
で
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
4
）
。
実
際
、
原
田
の
下
宿
が
あ
っ
た
場
庄
の
前
に
立
ち
ル

l
ト
ヴ
ィ

ヒ
通
り
の
方
向
を
向
く
と
、
女
神
の
姿
を
左
斜
め
後
ろ
か
ら
見
上
げ
る
形
で
凱
旋
門
が
見
え
る
（
図
5
）
。
原
田
は
下
宿
を
出
る
た
び
に
、

あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
下
宿
の
窓
か
ら
も
女
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
は
鴎
外
も
自
分
の
下
宿
（
図
6
）
の
窓
か
ら
別
の
女
神
パ
ヴ
ア
リ
ア
の
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
鴎
外
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到
着

し
て
か
ら
一

O
日
後
、

一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
三
月
一
七
日
の
『
独
逸
日
記
』
に
、
「
十
七
日
。
早
起
。
仕
女
窓
を
聞
き
雀
を
飼

ふ
。
余
偶
然
戸
外
を
望
め
ば
、
晴
日
テ
レ
ジ
ア
牧
叶
，

E
目
的
目
。
ロ
呈
何
回
ゅ
の
縁
を
照
し
、
拝
罵
神
女
切
凶
〈
凶
ユ
凶
め
像
半
空
に
吃
立
す
。
（
後

略
こ
と
記
し
て
い
る
。
「
テ
レ
ジ
ア
牧
」
は
、
現
在
も
九
月
末
か
ら
一

O
月
初
め
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
査
名
な
オ
ク
ト
l
パ
i
フ
ェ

ス
タ
の
会
場
と
な
る
広
場
で
、
そ
こ
に
は
ル

i
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
が
計
画
し
た
パ
ヴ
ア
リ
ア
王
国
の
先
人
た

ιを
斑
る
廟
が
建
て
ら
れ
て

い
る
（
図
7
）
。
鴎
外
が
下
宿
の
窓
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
女
神
の
像
は
、
そ
の
腐
の
前
に
立
っ
て
お
り
、
一
高
さ
が
お
よ
そ
一
九
メ
l

ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
も
の
だ
。

ふ
た
り
が
身
近
に
見
て
い
た
女
神
パ
ヴ
ア
リ
ア
は

一
方
は
獅
子
が
ひ
く
戦
車
に
乗
り
（
図
8
）

一
方
は
か
た
わ
ら
に
獅
子
を
従
え

て
い
る
（
図
9
）
。
龍
と
獅
子
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
強
い
獣
を
従
え
た
神
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
原
因
の
〈
騎
龍
観
音
〉
（
図
叩
）

を
想
起
さ
せ
る
。
以
下
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
が
、
〈
騎
龍
観
音
〉
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
位
相
似
も
ひ
と
つ
の
要
素
と
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筆
者
は
以
前
、
〈
騎
龍
観
音
〉
に
表
さ
れ
た
龍
に
乗
る
観
音
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
ほ
ぽ
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
持
一
っ
た
作
品
が
－
〈
騎
龍
観

（

M）
 

音
〉
の
お
さ
め
ら
れ
た
護
国
寺
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
観
音
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
相
を
描
い
た
鶴
洲
霊
菅
め
〈
普
門
品
三
十
三
身
図

扉
風
〉
中
の
一
図
（
図
口
、
図
ロ
）
と
、
〈
騎
龍
観
音
〉
に
表
さ
れ
た
観
音
の
姿
は
明
ら
か
に
一
致
す
る
。
ぶ
た
つ
を
比
べ
る
と
原
田

が
こ
の
護
国
寺
の
作
品
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
〈
騎
龍
観
音
〉
を
描
く
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
観
音
の
図
像
を
元
に
し
て
い
る
の

は
確
実
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
パ
ヴ
ア
リ
ア
は
こ
の
ふ
た
つ
の
聞
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
龍
に
乗
る
観
音
の
姿
を
描
く
き
っ
か

け
を
与
え
た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

原
田
が
〈
騎
龍
観
音
〉
の
よ
う
な
作
品
を
描
き
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
い
う
場
に
出
品
し
た
こ
と
立
つ
い
て
は
、
洋
画
家
と

し
て
の
原
田
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
状
況
な
ど
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
〈
騎
龍
観
音
〉
は
も
う
少
じ
個
人
的
な
思
い
も
込
め

ら
れ
た
作
品
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
、
〈
騎
龍
観
音
〉
と
「
う
た
か
た
の
記
」
は
閉
じ
年
一
ま
さ
に
相
前
後
し
て
発

（日）

表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
他
に
も
要
因
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
一
鴎
外
が
〈
騎
龍
観
音

V
J

に
つ
い
て
批
判
し
た
外
山
正
一
に
、
徹
底
的
な
反
論
を
行
っ
た
こ
と
も
こ
の
あ
た
り
に
結
び
つ
け
ら
れ
そ
う
官
。

直
に
停
車
場
に
至
り
十
時
四
十
五
分
の
汽
車
を
以
て
公
夜
姉
小
路
の
二
氏
は
サ
ル

今
百
午
後
刻
刻
川
計
寸
川
副

し
て
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
七
月
三

O
日」

｛
蛍
雪
余
間
】

舟
日

加
藤
森
岩
佐
原
田
天
形
の
諸
氏
来
る

是
に
於
て
余
と
弥
一
氏
は
公
使
姉
小
路
氏
に
分
る
（
中
略
）
森
氏
更
に
云
ふ

37 
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湖
を
見
る
知
何
と

衆
之
を
可
と
す

乃
ち
直
に
「
イ
ン
グ
リ
シ
、

カ
フ
エ
ー
」
に
登
り
午
食
し
鉄
路
一
を
以
て
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ

に
赴
き
同
所
よ
り
小
蒸
汽
船
を
以
て
湖
中
を
一
周
す

遠
山
突
正
と
し
て
湖
面
に
映
し
其
風
景
実
に
絶
佳
狩
野
法
眼
も
之
を
見
は

中
に
投
し
其
遺
骸
を
取
上
け
し
所
な
り
と

石
標
を
建
ん
と
す
る
者
あ
り

船
去
る
こ
と
少
時
向
岸
小
宮
殿
を
見
る

又
水
面
に
一
の
木
標
あ
り
一
日
疋
同
王
の
自
ら
身
を
水

未
た
之
に
着
手
せ
す
仮
に
木
標
を
た
つ

パ
エ
ル
ン
国
王
の
離

筆
を
投
す
る
な
る
へ
し

皆
船
中
に
麦
酒
を
傾
け
愉
快
極
な
し

宮
に
し
て
二
月
前
故
ル

l
ド
ウ
ィ
ヒ
王
二
世
の
病
痢
を
養
は
れ
し
所
な
り

走
る
こ
と

時
余
一
小
村
あ
り

之
に
上
陸
し
一
の
茅
亭
あ
り
之
に
息
ふ

又
時
余
再
ひ
水
辺
に
行
て
船
を
待
つ

青
草
漫
々
と
し
て
艶
毛
の

皆
云
ふ
よ
し
と
交
る
々
々
力
を
角
す

船
に
上
て
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
に
着
き
鉄
路
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
帰
り
一
割
烹
店
に
晩
食
し
此
夜
口
口
口
口
口
に
泊
す

如
し

余
云
ふ

徒
ら
に
之
を
待
た
ん
よ
り
は
寧
ろ
角
力
せ
ん
か
と

船
来
る

乃
ち

｛
独
逸
日
記
】

角
低
の
戯
を
作
す
。
其
相
対
す
る
の
状
を
見
る
に
、

三
十
日
。
朝
公
使
及
姉
小
路
伯
を
送
り
て
停
車
場
に
至
る
。
午
後
近
衛
公
、
加
藤
、
岩
佐
と
引
川
判
湖
に
遊
ぶ
。
近
衛
公
加
藤
と

公
は
身
短
く
し
て
肥
え
、
加
藤
は
長
く
し
て
痩
す
。
観
者
皆
笑
ふ
。
巳
に
し

て
加
藤
を
掴
み
、

一
間
許
り
も
投
げ
出
し
た
り
。
其
努
力
想
ふ
可
し
。
加
藤
は
是
よ
り
数
日
間
頭
痛
に
苦
み
た
り
。
是
よ
り
余
公

と
競
争
を
為
す
。
余
敗
北
す
。
然
れ
ど
も
角
低
と
違
ひ
、
頭
痛
だ
け
は
免
れ
た
り
。

こ
の
日
の
朝
、

公
使
品
川
と
姉
小
路
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
発
っ
た
。
原
田
は
鴎
外
と
と
も
に
、
こ
の
出
立
を
見
送

弥
一
と
と
も
に
出
発
を
翌
日
に
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。
時
聞
が
で
き
た
た
め
、

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
近
衛
は
ボ
ン
に
戻
ろ
う
と
考
え
た
が
都
合
の
い
い
列
車
が
な
く
、
加
藤
や
岩
佐
の
提
案
に
従
っ
て
品
川
の
息
子

一
行
は
鴎
外
の
提
案
に
よ
り
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
に



シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
、
鴎
外
が
「
独
逸
日
記
』
で
、
「
汽
車
に
上
り
て
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
∞
E
E
Z認
に
至
る
。
地
ス
タ
ル
ン
ベ
ル

（時）

ヒ
湖

ω
E
E
Z品。
g
o
o
o色
白
巧
ロ
耳
目
路
∞
に
臨
む
。
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
湖
（
別
名
、
ヴ
ィ
ル
ム
湖
）
に

面
し
た
町
だ
。
現
在
、
そ
こ
ま
で
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
中
央
駅
か
ら
電
車
で
四
O
分
程
。
鉄
道
の
駅
と
港
が
隣
接
じ
て
お
り
、
港
か
ら
は
湖

畔
の
い
く
つ
か
の
景
勝
地
を
結
ぶ
船
が
出
て
、
湖
周
辺
を
観
光
す
る
た
r

め
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
か
ら
そ
う
だ
つ
た
の

だ
ろ
う
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
湖
は
、
近
衡
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
半
前
の
六
月
一
三
旦
国
王
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
二

世
が
謎
の
死
を
遂
げ
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
場
所
で
も
あ
る
。

残
念
な
が
ら
ど
ち
ら
の
記
述
に
ち
原
田
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
た
め
、
こ
の
時
、
鴎
外
ら
と
同
行
し
た
か
で
う
か
は
確
定
で
き
な
い
。

『
独
逸
日
記
』
に
は
、
原
田
と
と
も
に
品
川
弥
一
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
品
川
と
と
も
に
ミ
ユ

Y
へ
ン
に
残
る
な
ど
、
別

の
場
所
に
出
か
け
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
‘
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
へ
は
鴎
外
も
七
ば
し
ば
出
か
け
て
滞
在

し
て
お
り
、
在
留
日
本
人
た
ち
に
と
っ
て
も
お
気
に
入
り
の
場
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
年
の
一

O
丹
一
一
三
日
に
は
、
原
因
も

（口）

鴎
外
、
加
藤
ら
と
と
も
に
出
か
け
て
い
る
。

切

オ

寸

に

行

く

余

は

皆

後

カ
ッ
ヲ
ェ

l
に
至
り
共
に
午
食

出
か
け
、
午
後
を
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
湖
周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
。
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「
七
月
＝
二
日
」

【
蛍
雪
余
聞
｝

39 

品
川
一
日

に
行
か
ん
と
約
し
加
藤
天
形
岩
佐
の
諸
氏
と
談
話
し
時
余
を
費
や
し
之
を
出
て
主
イ
ン
グ
リ
シ
、

午
前
加
藤
天
形
原
田
岩
佐
諸
氏
来
る

弥
一
氏
原
田
氏
と
共
に
出
て
イ
ン
グ
リ
シ
、
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し
終
て
岩
佐
氏
の
寓
に
至
り
又
笑
話
す

又
岩
佐
氏
の
誘
導
に
よ
り
一
菓
店
に
登
り
骨
牌
象
戯
の
戯
を
為
し
発
車
の
時
を
待
ち
一

割
烹
店
に
晩
食
し
八
時
発
の
列
車
を
以
て
ウ
ル
ツ
ブ
ル
ヒ
に
向
ふ

送
り
来
る
者
加
藤
岩
佐
森
原
田
天
形
等
の
諸
氏
な
り
（
後
略
）

【
独
逸
日
記
】

三
十
一
日
。
近
衛
公
と
弥
一
郎
を
送
り
て
停
車
場
に
至
る
。

こ
の
日
、
近
衛
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
滞
在
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
滞
在
中
、
二
八
日
に
近
衛
と
姉
小
路
が
見
つ
け
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
カ
フ
エ
ー
」
は
、

お
気
に
入
り
の
店
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
二
九
日
に
引
き
続
き
、
原
因
は
朝
か
ら
品
川
弥
一
と
と
も
に
出
か
け
、

後
に
合
流
し
た
近
衛
、
加
藤
ら
と
昼
食
を
と
も
に
し
た
。
そ
の
後
、
岩
佐
の
下
宿
な
ど
で
時
聞
を
過
ご
し
た
後
、
近
衛
と
品
川
は
午
後

八
時
の
鉄
道
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
発
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
見
送
り
の
時
に
は
鴎
外
も
い
た
よ
う
だ
。
「
南
独
漫
遊
亭
」
中
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
滞

ユ
ン
へ
ン
を
離
れ
、

パ
リ
な
ど
に
滞
在
し
た
の
ち
、

以
降
、
原
田
や
鴎
外
の
名
前
も
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
後
原
田
は
、
こ
の
年
の
一
一
月
二
九
日
に
ミ

の
七
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

翌
一
八
八
七
年
（
明
治
二

O
年）

一
方
で
近
衛
は

在
中
の
記
述
も
こ
の
日
ま
で
で
、

さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
続
け
、

一
八
九
O
年
（
明
治
二
三
年
）

の
九
月
に
帰
国
し
た
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
『
蛍
雪
余
聞
』
の
中
か
ら
主
に
原
田
に
関
係
す
る
部
分
を
抜
き
出
し
紹
介
し
て
き
た
。
四
日
間
で
は
あ
っ
た
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

親
交
を
結
ん
だ
こ
の
ふ
た
り
が
、
こ
の
後
、
帰
国
後
も
含
め
交
流
を
持
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し

そ
れ
が
多
少
で
は
あ
っ
て
も
続
い
て
い
た
可
能
性
を
一
不
す
資
料
と
作
品
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
そ
れ
ち
を
紹
介
し
て
本
稿
を
終

か
し
、
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ま
ず
資
料
と
い
う
の
が
、
『
独
逸
日
記
』
の
同
年
一

O
月
九
日
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
鴎
外
が
原
田
一
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
と

（凶｝

き
に
、
「
近
衛
老
公
」
の
山
門
像
を
半
ば
仕
上
げ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
作
品
が
確
認
で
き
て
い
な
い
巴
た
め
、
確
定
は
で
き
な
い

が
、
こ
の
「
近
衛
老
公
」
は
、
恐
ら
く
当
時
ま
だ
存
命
だ
っ
た
近
衡
の
祖
父
、
忠
鴻
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
一
考
え
ら
れ
る
。
近
衛
の
父
、

一

（

日

）

忠
房
は
一
八
七
三
年
一
（
明
治
六
年
）
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
近
衛
が
幼
い
頃
に
薫
育
を
受
け
た
の
は
祖
父
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
と
す

る
と
、
原
田
は
こ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
滞
在
中
に
、
近
衛
か
ら
肖
像
画
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
一
。

も
う
ひ
と
つ
、
作
品
と
い
う
の
は
原
田
が
描
い
た
島
津
久
光
の
肖
像
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
現
在
、
鹿
旦
島
市
に
あ
る
尚
古
集
成
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
久
光
は
、
近
衡
の
母
光
子
の
父
で
、
近
衛
に
と
っ
て
は
祖
父
に
あ
た
る
。
一
八
八
七
一
年
（
明
治
二

O
年
）
に
亡

｛却）

く
な
っ
て
お
り
、
肖
像
画
は
そ
の
死
を
偲
ぴ
翌
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
に
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
、
三
原
田
が
そ
の
肖
像
を
描

い
た
経
緯
な
ど
未
詳
で
は
あ
る
が
、
描
か
れ
た
人
物
と
近
衡
の
血
縁
を
考
え
る
と
、
近
衛
か
そ
の
縁
者
が
注
文
主
、
あ
る
い
は
仲
介
と

な
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
近
衛
自
身
は
ま
だ
留
学
中
で
あ
る
た
め
、
仲
企
し
た
と
し
て
も
書
面
で
と

い
う
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

注
（
1
）
『
原
因
先
生
記
念
帖
』
（
原
田
直
次
郎
氏
記
念
会
、
一
九
一

O
年）。

（2
）
近
衛
篤
麿
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
本
で
本
格
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
経
歴
な
ど
に
一
つ
い
て
本
稿
で
も
参
照
し
た
。

山
本
茂
樹
『
近
衛
篤
麿
そ
の
明
治
国
家
観
と
ア
ジ
ア
観
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
二
O
O
一年）。

（3
）
近
衛
篤
麿
「
蛍
雪
余
聞
』
（
財
団
法
人
陽
明
文
庫
、
－
九
三
九
年
）
。
上
、
中
、
下
の
三
巻
組
。
頁
数
は
三
巻
通
し
で
入
れ
ら
れ
て
い

え
た
い
と
思
う
。

41 
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v

。

（4
）
前
掲
『
蛍
雪
余
聞
』
下
、
八
七
九
頁
。

（5
）
前
掲
『
蛍
雪
余
聞
』
中
、
三
七
五
i
四
一
三
頁
。

（6
）
前
掲
『
蛍
雪
余
聞
』
中
、
三
八
二
l
三
八
三
頁
。
引
用
に
際
し
、
表
記
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
と
し
た
ロ
原
則
と
し
て
、
旧
か
な

づ
か
い
、
旧
字
は
そ
れ
ぞ
れ
新
か
な
づ
か
い
、
新
漢
字
に
改
め
た
。
本
文
は
原
文
に
従
っ
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
カ
タ
カ
ナ

文
を
ひ
ら
が
な
文
に
直
し
、
接
続
詞
な
ど
一
部
の
漢
字
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

（7
）
医
学
博
士
。
貴
族
院
議
員
。
鴎
外
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
五
月
二
八
日
の
『
独
逸
日
記
』
で
、
「
行
止
温
和
、
共
に
坐
す

れ
ば
春
風
の
中
に
在
る
心
地
す
。
」
と
評
し
て
い
る
。
近
衛
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
父
は
加
藤
弘
之
。
検
事
、
弁
護
士
、
探
偵
小
説
家
、

貴
族
院
議
員
の
浜
尾
四
郎
、
俳
優
、
喜
劇
役
者
の
古
川
縁
波
、
戦
前
の
音
楽
政
策
な
ど
に
関
わ
っ
た
音
楽
家
、
音
楽
評
論
家
の
京
極
高

鋭
は
息
子
。

（8
）
新
村
出
は
『
蛍
雪
余
関
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
、
「
南
独
漫
遊
草
」
中
に
鴎
外
が
登
場
す
る
こ
と
に
興
味
を
覚
え
、
『
独
逸
日
記
』

と
比
較
し
た
紹
介
文
を
寄
せ
て
い
る
。
（
新
村
出
「
近
衛
霞
山
公
と
森
鴎
外
博
士
」
『
図
書
』
第
四
八
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
O
年、

一一

i
一
四
頁
）
。

（9
）
引
用
に
際
し
、
「
蛍
雪
余
聞
』
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
注
6
と
同
様
。
「
独
逸
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
『
鴎
界
全
集
』
三
五
巻
（
岩
波
書

店
、
一
九
七
五
、
八
七
l
一
九
一
一
貝
）
か
ら
抜
き
出
し
た
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
漢
字
に
改
め
て
い
る
。
以
下
、
『
独
逸
日
記
』
に
つ
い

て
は
同
全
集
を
引
用
、
参
照
し
て
い
る
。

（
叩
）
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
が
建
築
を
命
じ
た
こ
の
ホ
テ
ル
は
現
存
す
る
。

（
日
）
森
鴎
外
（
千
八
名
義
）
「
心
頭
語
」
一
七
『
鴎
外
全
集
』
二
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
、
一
四
八
i
一
四
九
頁
。
初
出
、
『
二

六
新
報
』
一
九
O
O年
三
月
八
日
号
。

（
ロ
）
例
え
ば
品
川
は
、
原
田
が
〈
騎
龍
観
音
〉
と
と
も
に
第
三
国
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
〈
毛
利
敬
親
肖
像
〉
を
毛
利
家
へ
納
め

る
に
際
し
て
仲
介
し
た
り
、
病
気
で
寝
た
き
り
に
も
な
っ
た
原
因
を
懇
切
に
見
舞
っ
た
り
し
て
い
る
。
（
宮
嶋
一
郎
「
原
因
家
来
簡
集

直
次
郎
及
び
そ
の
遺
族
宛
鴎
外
等
書
簡
」
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一

0
0、
天
理
図
書
館
、
一
九
九
三
、
一
七
六
i
一
九
五
頁
。
）
ふ
た
り
の
間
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に
は
、
陸
軍
少
将
で
幕
末
の
池
田
長
発
使
節
団
、
ま
た
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
渡
欧
経
験
も
あ
る
原
因
の
父
、
原
因
一
道
の
存
在

は
ひ
と
つ
考
慮
に
入
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

（
日
）
森
鴎
外
「
う
た
か
た
の
記
」
『
鴎
外
全
集
」
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
、
三
1
二
五
頁
の
う
ち
、
三
頁
よ
り
。

（M
）
「
原
因
直
次
郎
の
第
三
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
に
つ
い
て
」
、
美
術
史
学
会
全
国
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
、
二

O
O
一
年
五
月
二

七
日
。

（
日
）
〈
騎
龍
観
音
〉
は
、
一
八
九
O
年
（
明
治
二
三
年
）
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
三
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出

口
問
さ
れ
た
。
一
方
、
「
う
た
か
た
の
記
」
は
同
年
八
月
二
五
日
発
行
の
雑
誌
『
柵
草
紙
』
第
一
一
号
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
鴎
外
の
弟
、

森
潤
三
郎
は
、
同
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
舞
姫
」
よ
り
も
「
う
た
か
た
の
記
」
の
方
が
執
筆
は
早
い
と
聞
い
て
い
る
。
（
森
潤
三
郎
『
鴎

外
森
林
太
郎
』
森
北
書
店
、
一
九
四
二
年
、
四
三
頁
。
）

（
国
）
『
独
逸
日
記
』
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
四
月
一
八
日
よ
り
。

（
口
）
！
同
日
の
「
独
逸
日
記
』
に
、
「
二
十
三
日
。
天
気
好
し
。
土
曜
日
。
午
後
加
藤
、
原
田
、
浜
田
、
岩
佐
と
会
す
。
加
藤
の
発
意
に
て
ス

タ
ル
ン
ペ
ル
ヒ
湖
に
遊
ぶ
。
一
（
後
略
）
」
と
あ
る
。

（
国
）
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
一

O
月
九
日
の
『
独
逸
日
記
』
に
、
「
九
日
。
原
田
を
訪
ふ
。
そ
の
作
る
所
の
ミ
ツ
テ
ン
ワ
ル
ド
及
コ
ツ

ヘ
ル
の
図
を
観
る
。
近
衛
老
公
、
岩
佐
、
浜
田
等
の
肖
像
半
ば
成
れ
る
も
の
あ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
霞
山
会
編
『
近
衛
霞
山
公
』
（
霞
山
会
、
一
九
二
四
年
）
、
白
柳
秀
湖
『
近
衛
家
及
ぴ
近
衛
公
』
（
国
民
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
）
な
ど

参
照
。

（
却
）
『
尚
古
集
成
館
』
（
尚
古
集
成
館
、
一
九
八
七
年
）
、
七
二

i
七
三
頁
。
同
館
に
よ
る
と
所
蔵
の
経
緯
な
ど
が
分
か
る
関
連
資
料
は
確
認

で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
）
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図1 ミュンへンで撮られた集合写真げ原因先生記念帖jより）

＜前亨I］中央：原田直次郎、左：加藤照麿、後初j左より二入居：森

鴎外｛林太郎）、三人百：；岩佐新＞
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図2 原田が通っていた旧ミュンヘン・アカデミー（現国立ミュンへン造形

芸術大学）

図3 原因の下宿（カフェ・ミネルヴァ）があった場所
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函4 jレートヴィヒ通にある凱旋門

図5 原因の下宿があった場所から凱旋門を望む



47 近衛篤麿の『蛍雪余間jにみるミュンヘンの原田直次郎

／＿／畢

図6 鴎外の下宿があった場所

図7 先人廟とパヴアリア像



48 

図8 凱旋門上のパヴアリア像

図9 先人廟前のパヴアリア像



49 近衛篤麿の『蛍雪余聞jにみるミュンへンの原因直次郎

図10 原田直次郎く騎龍観音＞1890年護国寺蔵
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国11 鶴洲霊蕎〈普門品三十三身国界風〉部分

17世紀末頃護国寺蔵

図12 間前、拡大
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SUMMARY 

Naojiro Harada in Munich as Seen in Keisetsu Yobun written by 

Atsumaro Konoye 

Hisanobu MIYAMOTO 

Naojiro. Harada, a Western-style painter who was active in the 

mid-Meiji period studied in Munich; Germany from 1884 to 1886. Not 

many materials are left behind to show what he did during his 

studies abroad. Until now all that remained was a literary diary kept 

by Ogai Mori, ・a writer and Harada’s best friend, as well as a com-
memorative journal compiled ten years after his death. This paper pre-

sents some new material, Keiseおu Yobun written by Atsumaro 

Konoye, and introduces its contents. 

Konoye was born into a powerful aristocratic family and was an 

active politician in the same period as Harada. Keisetsu Yobun is a 

compilation of Konoye’s youthful writings. Before entering the politi-
cal arena, Konoye studied in Germany from 1885 to 1890. From July to 

August in 1886, Konoye traveled to southern Germany when he visited 

Munich and met Harada and Ogai who studied in Munich. Keiseおu

Yobun talked about their meetings and we can grasp some significant 

facts about Harada’s behavior during his stay in Munich. 

キーワード：原田直次郎，近衛篤麿，森鴎外，蛍雪余聞，騎龍観音


